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関西国際空港における利用状況関西国際空港の利用状況

米国同時多発テロやＳＡＲＳなどの影響により落ち込んでいた発着回数、輸送量は近年着実に回復しているところ。
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（出典）空港管理状況調書1 ※四捨五入しているため、合計が合わない場合がある。



関西国際空港の国際貨物の動き

輸出入貿易額が直近過去最高となるとともに、貨物便数が大幅に増加するなど、関空の国際貨物輸送拠点としての重要
度は着実に上昇。
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2000年
貨物量過去最高

輸出：416,543㌧
輸入：474,209㌧
合計：890,752㌧

2005年
輸入額過去最高

2兆6,032億円

2004年
輸出額過去最高

4兆2,553億円

2005年
輸出入貿易額過去最高

6兆6,441億円

2005年度
貨物便発着回数
過去最高 12,823回

貨物取扱状況（重量・金額）

国際線就航便数実績

※週間便数（棒グラフ）は、各年度夏期スケジュールベース。（２００６年夏期までは実績、２００６年冬期は計画便数。）2 （出典）関西国際空港株式会社資料



関西国際空港における航空ネットワークの現況

3
（出典）関西国際空港株式会社資料
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南側連絡誘導路共同溝

受配電所

共同溝（地上型）

消防分所

幹線道路・ＧＳＥ通路

取付誘導路 高速脱出誘導路
滑走路 (4000m）

平行誘導路

当面、平行滑走路、平行誘導路１本、南側連絡誘導路だけを整
備、供用。

①限定供用までに必要な用地造成の事業費を600億円縮減
（総額9,000億円 → 8,400億円）

②限定供用までに必要な施設整備の事業費を600億円に縮減

（総額2,100億円 → 765億円）

③先送りした事業は、限定供用後の需要動向、会社の経営状況等を

見つつ行う。

関西国際空港二期事業の概要

・平成８年度から２本目の滑走路(4,000ｍ)を整備する二期事業に着手。
・平成16年12月の財務・国土交通両大臣間合意において、二期事業については、施設整備を２本目の滑走路の供用に必
要不可欠なものに限定し、2007年の「限定供用」に向けて整備を進めることが決定。

・平成19年８月２日第二滑走路供用開始により、我が国初の「本格24時間空港」が実現。

○限定供用の考え方○限定供用の考え方（平成（平成1616年年1212月大臣間合意）月大臣間合意）
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国際貨物上屋Ａ棟
（日本航空ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）
2004年10月 6,190㎡

国際貨物上屋C棟
（Ｄ Ｈ Ｌ）

2006年10月 10,100㎡

国際貨物上屋Ｂ棟
（日本通運）

2005年11月 9,437㎡

ＣＫＴＳカーゴビル
（キャセイ関西ターミナルサービス）

2005年8月 6,853㎡

上屋庇拡張
（ＦｅｄEｘ）

2006年2月 1,036㎡

国際貨物上屋Ｄ棟
（日本貨物航空）

2006年10月 6,200㎡

ＪＡＬＫＡＳ第３貨物ターミナル
（日航関西エアカーゴシステム）

2006年9月 2,015㎡

国際貨物上屋Ｅ棟
（郵船航空サービス）

2007年５月末供用予定 約4,000㎡

建設中

生鮮貨物取扱施設（航空集配サービス）
2005年7月 2,366㎡ 2006年6月再拡張+1,154㎡

日本の空港内では最大の低温庫（温度管理可能）

国際貨物上屋Ｆ棟
（阪急交通社）

2007年12月末供用予定 約4,000㎡

建設中

関西国際空港における国際線貨物取扱機能の増強

近年急激に増大する国際航空貨物需要に対応すべく、貨物取扱施設の増強が進められており、一期島内の残地はほとん
ど存しない状況に。
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伊丹空港

関西国際空港

難波

梅田

京都

神戸

【難波～関西空港】
○南海（空港急行） 43分 890円
○南海（ラピート） 38分 1,390円
○リムジンバス 48分 880円

【難波～伊丹空港】
○市営地下鉄～モノレール 38分 650円
（伊丹空港～蛍池～梅田～難波）
○リムジンバス 30分 620円

【梅田～関西空港】
○JR（快速） 77分 1,160円
○JR（はるか） ［西九条乗換］ 64分 2,620円
○リムジンバス 50分 1,300円

【梅田～伊丹空港】
○市営地下鉄～モノレール 21分 420円

（伊丹空港～蛍池～梅田）
○リムジンバス 25分 620円

【神戸（三宮）～関西空港】
○JR（快速） 109分 1,660円
○JR（はるか）［西九条乗換］ 92分 3,120円
○リムジンバス 65分 1,800円
○ポートライナー～連絡船 59分 1,600円

（三宮～神戸空港～関西空港）

【神戸（三宮）～伊丹空港】
○阪急～モノレール 58分 680円

（伊丹空港～蛍池～三宮）
○リムジンバス 40分 1,020円

※空港着時間を平日の10時とし、乗り継ぎ時間を含めた所要時間で表示

【京都～関西空港】
○JR（快速） 115分 1,830円
○JR（はるか） 79分 3,290円
○リムジンバス 100分 2,300円

【京都～伊丹空港】
○JR～市営地下鉄～モノレール 67分 1,180円

（伊丹空港～千里中央～新大阪～京都）
○リムジンバス 50分 1,280円

関西国際空港と伊丹空港とのアクセス比較
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関西国際空港への海上アクセスの状況

１．概要
＊航路区間：関西国際空港－神戸空港
＊所要時間：29分
＊供用開始：平成18年７月13日（木）
＊船舶形式：双胴型高速船（定員120名）
＊事業者：加藤汽船株式会社
＊ダイヤ：１日20便（往復）
（神戸空港（始発）6:30／

関西国際空港（終発）22:30）
＊運賃：大人1,500円／子供750円

注）駐車場は１日目無料で、
２日目以降1,000円／日。

２．関空－神戸海上アクセス利用促進協議会の設置
＊海上アクセスの利便性向上方策、旅客誘致方策について検討を行うため、

本年３月に関空－神戸海上アクセス利用促進協議会を立ち上げ。

近畿運輸局長、神戸運輸監理部長、近畿地方整備局長、
大阪航空局長、神戸市助役、兵庫県副知事、神戸商工会議所専務理事、
関西国際空港株式会社副社長、関西経済連合会専務理事、
海上アクセス株式会社社長

【メンバー】
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営業費用は、売上原価等の収入連動経費や経年劣化
による修繕費が増加する中、経費削減の推進や減損
処理による減価償却費の減少により、対前年比９億
円減の８１８億円。

（単位：億円）

営業収益 1,041 1,046
航空系収入 （ 464 ） （ 466 ）

(44.6%) (44.6%)

非航空系収入 （ 577 ） （ 579 ）

(55.4%) (55.4%)

営業費用 828 818
売上原価 （ 84 ） （ 91 ）

施設運営費 （ 412 ） （ 437 ）

減価償却費 （ 331 ） （ 291 ）

営業損益   213   227

営業外収益 92 101
政府補給金収入 （ 90 ） （ 90 ）

その他 （ 2 ） （ 11 ）

営業外費用 253 236
支払利息 （ 245 ） （ 229 ）

その他 （ 8 ） （ 7 ）

経常損益 52 92

１ ７ 年 度１ ６ 年 度

営業費用（前年比 ９億円減）

営業収益（前年比 ５億円増）

営業利益率２１．７％（前年度２０．５％）

営業外費用（前年比 １７億円減）

営業外費用の大半を占める支払利息は、債務の償還
及び低利資金への借換により、対前年比１７億円減。

営業収益は、国際線の着陸料等はほぼ横ばいであった
ものの、免税店が過去最高の売上を記録し、また、
大幅に増加した国内線の影響等で､２期連続増収の
１，０４６億円。

関西国際空港株式会社の平成17年度連結決算

（注）億円未満四捨五入。

経常損益ﾍﾞｰｽでの増収増益を達成
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（単位：億円、％）
【営業損益・営業利益率推移表】 【経常損益推移表】

【営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ推移表】

営業活動によるキャッシュ・フロー 推移表
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394
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400

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ H１６ Ｈ１７

経 常 損 益  推 移 表
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△ 150
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△ 200
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0
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有利子負債残高 推移表

11,692

12,480 12,494
12,251

12,029

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

13,000

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ H１６ Ｈ１７

【有利子負債残高推移表】

営 業 損 益 ・営 業 利 益 率 推 移 表

190

147

213
227

210

18.5% 17.7%
15.3%

20.5% 21.7%

0
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250
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0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

395

補給金90億円

関西国際空港株式会社の連結決算の推移
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固定資産 19,700

空港島 7,000

【資産の部】
20,400

（単位：億円）

（注１）「流動資産等」は流動資産及び繰延資産 （注２）航空局調べ。なお、各項目は百億円未満四捨五入。

【負債の部】
14,800

【資本の部】
5,600

【資産の部】
9,900

【負債の部】
8,000

【資本の部】1,900

【資産の部】
5,500

【負債の部】
4,700

【資本の部】800

連絡橋 1,500

空港施設 3,100

建仮（２期島）
8,100

流動資産等 700

社債 7,700

長期借入（有利子）
4,300

長期借入（無利子）
2,400

その他 400

資本金
7,900

利益剰余金
△2,300

固定資産
9,300

流動資産等
600

有利子負債
5,500

無利子負債
1,300

その他
1,200

資本金・資本準備金 1,500
利益剰余金 400

固定資産
5,400

流動資産等
100

有利子負債 3,000
無利子負債 1,700
その他 100

資本金 840
利益剰余金 △30

３空港会社の貸借対照表比較（平成17年度連結決算ベース）

10

関空は用地造成事業に多額の費用を要したため、有利子債務１兆2,000億円、資本金7,900億円、総資産２兆円と成田や

中部に比べて巨額。

関西国際空港株式会社

成田国際空港株式会社

中部国際空港株式会社



支払利息
229

減価償却費
291

経費等
524

非航空系収入
579

売上
1,046

経常利益 92 補給金 90

経常利益
321

支払利息 97

減価償却費
479

経費等
815

売上
1,712

航空系収入
1,163

非航空系収入
549

経費等
291

減価償却費 145

売上 526

航空系収入
226

非航空系収入
300

経常利益 23

支払利息 49

開業費償却 18

（単位：億円）

（注１）「経費等」は上記以外の経費と営業外収益の差。 （注２）航空局調べ。なお、各項目は億円未満四捨五入。

航空系収入
466

３空港会社の損益計算書比較（平成17年度連結決算ベース）
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○関空は、売上に比して支払利息が過大であり、経営を圧迫。
○関空は、売上高１，０４６億円に対し有利子債務が１兆2,000億円とおよそ１１倍であるのに対し、成田はおよそ３倍、

中部はおよそ６倍。（有利子債務に対し売上が少ない）

関西国際空港株式会社

成田国際空港株式会社

中部国際空港株式会社



旅客が払う料金

［例］
・空港税
・旅客サービス施設使用料
・保安料 等

航空会社が払う料金

［例］
・手荷物取扱施設使用料
・搭乗橋使用料
・停留料 等

着陸料

アジア主要空港の空港利用料金（国際線：旅客１人あたり・B747-400の場合）

関空の国際線旅客１人あたりの空港利用料金は、アジア主要空港に比べて割高。
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2,620
 (51)

3,923
 (77)

2,668
 (52)

（単位：円）

5,122
(100)

5,836
(114)

4,224
 (82)

4,138
 (81)

1,879
 (37)

5,260
 (103)

平成１９年１月４日現在

※成田空港の着陸料単価は、Ｂ７４７－４００の太宗を占めるＤクラス（1,950円／ｔ）を使用。 IATA AIRPORT & AIR
NAVIGATION CHARGES
MANUAL
（2006.11.30改訂）

を基に作成

前提条件

Ｂ７４７－４００
MTOW         395t
座席数 430席
ﾛｰﾄﾞﾌｧｸﾀｰ 70％
搭乗者数 301人
停留時間 3ｈ

為替レート

１ＧＢＰ ＝￥236.93
１ＥＵＲ ＝￥158.63
１ＵＳＤ ＝￥120.42
１ＨＫＤ ＝￥ 15.76
１ＳＧＤ ＝￥ 78.72
１ＫＲＷ ＝￥ 0.13
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旅客便

・これらの路線以外に、 中東路線の旅客便など １２便が就航を開始。

貨物便

関西国際空港の利用促進・需要喚起のための取り組み

地元経済界・自治体等からなる関西国際空港全体構想促進協議会（促進協：秋山関経連会長）が、関空の利用促進と
活性化のために、様々な取り組みを行っている。
※平成18年度の「集客・利用促進事業費」については、前年度より２億円増額し、７億円で実施。

新規に路線を開設した航空会社に初年度は
着陸料の20％相当（次年度は10％）の奨励
金を交付

新規就航奨励金

航空ネットワークの一層の拡充を図るとともに、第２滑走路オープン後に強く期待される
関空の国際物流機能を確固たるものにするため、物流機能の強化に向けたプロモーション
を一層強化。（中東、インド、中国、台湾、ロシア、米国等）

関空プロモーション

こうした取り組みの結果、18年度は以下の路線が新規に就航（４６便/週）。

18年度においても、下記の取り組みを推進中。

○（社）関西経済連合
会・大阪商工会議所
の協力により、 関空
就航の各航空各社が、
海外出張プランを一
般企業へ提案。

○8/2～8/3の2日間、大
阪梅田で開催。 約37
0名来場。

「ビジネス・トラベルマート」開催

上海・深セン線（中国国際航空）7便/週 台北線（中華航空）5便/週 昆明（中国東方航空）3便/週 杭州（厦門航空）2便/週

○JTBが主催する「関空10点満点」（各種特典付きで海外
7方面全てを網羅する関空発着海外ツアーを、7～10月の
3ヶ月間で実施するもの）に対し支援。加えて今年度は、
ビジネスクラス利用に特化した高額商品「関空100点満
点」の企画造成（4～9月）に対しても支援。

⇒ 販売実績：「関空10点満点」約12,000名、「関空100点
満点」約500名

○また、関空発着の海外・国内旅行商品の提案を、各旅行
代理店よりコンペ形式で募る「関空利用促進ツアーコン
ペ」に対しても、昨年度に引き続き支援。 ⇒ 11社が21商品を造成。

旅行商品への支援

上海（揚子江快運航空等）10便/週 ミラノ（ｶｰｺﾞｲﾀﾘｱ）3便/週 北京・大連（中国国際航空）3便/週 香港（全日空）１便/週
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18:00 関空上屋搬入
19:00 輸出通関・許可

16:00  大阪近郊工場出荷

22:00 航空会社締切時間

11:00 上海空港着

20:00 貨物引取り
午前中 保税転送申告

14:00 頃 上海発
19:00 頃 蘇州着

10:00  関西空港発

こ
の
間

約
１
６
時
間

翌日

翌々日

適切なフライトが
ないため・・・

18:00 関空上屋搬入
19:00 輸出通関・許可

16:00  大阪近郊工場出荷

22:00 航空会社締切時間

11:00 上海空港着

20:00 貨物引取り
午前中 保税転送申告

14:00 頃 上海発
19:00 頃 蘇州着

10:00  関西空港発

こ
の
間

約
１
６
時
間

翌日

翌々日

適切なフライトが
ないため・・・

モデル事業以前

関西国際空港における深夜貨物便モデル事業の概要

関西国際空港を活用したアジア地域内の最適物流の実現を図るため、地元経済界・学界、関係自治体、関係省庁によ
り構成される「国際物流戦略チーム」により、関空－上海間の深夜貨物便運航に係る実証実験を実施中。

モデル事業

○24時間空港でありながら、効率的な物流ルートに

合った深夜時間帯の貨物便がない

○結果、昼間関空に搬入された貨物が長時間関空内
に滞留する状況

→関空～上海間のリードタイムは２日

○カットタイム繰り下げにより、工場出荷時間をより
弾力的に設定可能に

○関空～上海間のリードタイムが２日→１日に短縮

モデル事業の効果

カットタイム繰り下げと深夜貨物便の就航により、関空～上海間のリードタイムが２日→１日に短縮
※カットタイム：航空会社への輸出貨物引渡し時間

※リードタイムはモデルイメージ（上海は現地時間）

○ 例：2:55発の場合 従前のカットタイム22:00から23:55に繰り下げ
○深夜貨物便：８月～10月下旬までは週2日、以降は平日デイリー運航

18:00  大阪近郊工場出荷

未明 上海空港着

10:00 貨物引取り
午前中 保税転送申告

14:00 頃 上海発
19:00 頃 蘇州着

深
夜
貨
物
便
活
用

関空深夜発

20:00 関空上屋搬入
21:00 輸出通関・許可

23:55 航空会社締切時間
こ
の
間

大
幅
短
縮

翌日

18:00  大阪近郊工場出荷

未明 上海空港着

10:00 貨物引取り
午前中 保税転送申告

14:00 頃 上海発
19:00 頃 蘇州着

深
夜
貨
物
便
活
用

深
夜
貨
物
便
活
用

関空深夜発

20:00 関空上屋搬入
21:00 輸出通関・許可

23:55 航空会社締切時間
こ
の
間

大
幅
短
縮

翌日

（2：55関空発の活用例）
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便数制約：［羽田・成田］羽田国内37.7万回/年、成田国内2万回/年、国際（成田＋羽田）24.5万回/年

［伊丹］ｼﾞｪｯﾄ200回/日､ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ170回/日 ［神戸］2万回/年

関西国際空港における航空需要予測（参考）
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実績値

2005 2012 2017
2005～
2012

2012～
2017

2,320 万人 2,510 万人 2,620 万人 1.1% 0.9%

うち関西国際空港 490 万人 590 万人 620 万人 2.6% 1.0%

国際
旅客数

1,110 万人 1,530 万人 1,790 万人 4.6% 3.2%

国際
貨物量

80 万トン 101 万トン 128 万トン 3.4% 4.7%

11.1 万回 14.8 万回 16.0 万回 4.2% 1.6%

年平均伸び率

近畿ブロック

関西国際空港

推計値（暫定値）

関西国際空港

関西国際空港発着回数

国内
旅客数


